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　前回以降，経営条件の好転は何もない。1940－41年の経営は，42万2，304フラ
ンの赤字である。
　1940年11月16日法，1941年6月30日法により，取締役会は1941年8月20日の
会議で，Jean　Ba．i皿をPrξsident－Directeu．G色ne．a1に任命した。また財務諸表
を承認し，42万2，304フランの赤字を補填するため，前期よりの繰越金項目よ
り繰越された利益より支払いをする。次期への繰越額は，24万4，659フラン53
サンチームとなろう㈱。
　日本支店との関係は今も中断されたままである。本店は非常な困難に直面し
た。銀行業務には，最良の努力がむけられた。この状況のなかで1942年度は，
本銀行のもつ手段を最大限活用した。今回も報告書は，日本支店のそれを含む
ものではない。だが電話で伝えられた成果の数字のみは収録される。1万
7，913フラン55サンチームの赤字を残している。
　財務諸表の承認ののち，1万7，913フラン55サンチームの赤字は，以前の時
期に繰越された蓄積金から支払い，次期への繰越し金は22万6，745フラン98サ
ンチームとなる。
　その他の議題は取締役の任命である。エイゾー・ウエヤマに代りケンジ・イ
トーをヒデシゲ・カシワギに代り，シンサク・アサダを取締役とする。ともに
東京在住取締役の任命である㈹。
　現在の紛争の広がりは，日仏銀行の経営の分野を極めて限定した。現状に制
約されたわが行の営業活動は1943年度も不利な効果の影響を受けている。2万
3，776フラン24サンチームの赤字である。今年も日本との郵便が不通なので，、
両日本支店は報告書を送ることはできなかった。だが，電信で入手出来た成果
の数値は，諸表に収録されている。
　取締役会では財務諸表を承認し，2万3，776フラン24サンチームの赤字を以
前の時期の繰越金で支払うことを決定した。その緒果，次期の繰越期は20万
2，969フラン74サンチームと決定した。
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　取締役会メンバーの交代については，辞任したジロー・タナカに代りノボ
ル・オオヤチを東京在住の取締役に選任したω。
　この営業期問申（1944年）に，フランスの領土が解放されたことを喜ぶとの
記述がまず報告書にみられる。現在も各国間に存在する敵意が，’国際貿易の復
活を邪魔している。逆にフランスは，日本と戴争状態に入っている。日仏銀行
に課された厳格な条件はまだ存続している。日仏銀行の営業活動は停滞したま
まである。この影響は，営業成果の赤字からも読みとれる。日本の支店と連絡
していた電信網もここ数ヶ月中断されたままである。そこで今回提出する数値
は本社のもののみである。9万4，599フラン90サンチームの赤字である。
　実際には損失はこの数字よりはるかに大きい。以前の経営期間と同じく，そ
の赤字は，大部分が，内部に蓄積された準備金により償却された。それは，い
くつかの項目が以前に過少評価されていたことを示す。この準備金はまだなく
ならない，がやがて消失するだろう。だが，まだ10万8，369フランの繰越金が
残る。
　ケンジ・イトー取締役は，その委任期間が終了するが，現状をかえりみてそ
の再任は，戦争がおわってからとしたい。・
　今回の議案は，まず財務諸表の承認である。そして9万4，599フラン90サン
チームの赤字は，それ以前の繰越金から補損し，次期の繰越は，10万8，369フ
ラン84サンチームヘと滅少する幽。
　日仏銀行取締役会は，19μ一45年の日本両支店の成果を確認できず，入手の
機会を待らていたが，不幸にして，両日本支店と直接連絡をどるすべての可能
性がうばわれ，この希望は無駄であった。今回の株主総会は全くの情報交換で
ある。パリ本店の入手しえた唯一の情報一外務省の部局の協力によるが一は，
日仏銀行日本支店の建物は爆撃でそれほど被害を受けなかったが，その修繕に
は，多額の費用がかかるとのことである。
　昨年1945年5月2日の株主総会で報告した情況を変化させるものはない。日
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本との外交関係は，修復されていない。この国との交易は中断されたままであ
る。従って，今回も経営が赤字となったのはやむをえない。これは不幸な結果
なのだ。両支店との直接の連絡は，つねに不可能であり，今回は本社の状況し
か情報提供できない。
　円だての項目の評価にあたっては，日本で連合国によって規定された固定比
率即ち1ドル15円，即ち1円7．94フランを利用した。
　だが，日本の両支店の「Dotation」の口座は日本通貨は，1円二2．8427フラ
ンで計算されており，これは1936年12月16日の株主総会で報告したとおりであ
る。
　1945年8月15日のオルドナンスによる国民連帯税については，取締役会は日
仏銀行が内部に現金で蓄積していた積立金で支払うことを決定した。また1945
年12月2日法の第4条によると，わが銀行は「預金銀行」．と分類される。
　ユ945年8月15日法の第69条により，外国通貨および不動産で所有するわ榔土
の貸方を再評価し，再評価特別準備金（Rξserve　Spεcia1e　de　R飾aluatio皿）の
総評定額は，2，557万3，006フラン40サンチームヘと変動した。純損失は152万
5，724フラン36サンチームとなった。
　現在の政治惰況故に，日本人取締役は事実上その委任権の実行を停止した。
その代りフランス人を代理の取締役とした。他方で日本での日仏銀行の代表権
を確保するため東京在住の，Savinie皿de　ChampeauxとAndr色Picardを取締役」
に任命した㈱。この年には，日本人が取締役会副会長はじめ一斉に取締役から
解任されている。
　株主総会が遅れて10日に開催さ、れた理由が最初に説明されている。
　パリ本店の望んでいたのと反対に，日本支店からは，1944年の営業期聞以降
の貸借対照表に関する情報しか得られなかづた。パリ本店の理解したところに
よると，1945年の9月30日に，占領軍は，’日仏銀行の両日本支店の閉鎖を命じ，
その可処分資金を日本銀行への移送することを命じたのである。
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　このため，いかなる報告書も作成されず，今回の取締役会は，本社の状況の
みを，純粋に惰報として提供するにすぎない。
　昨年報告したように，日仏銀行の東京支店の不動産は，大がかりな修繕を必
要とした。本社側はそれがSCAP（Comma皿dementSupre㎜edesForces
A1liξes）により接収されたのを知っている。そこにインドシナ銀行がおかれ，
そして数名のフランスからの使節団員が日仏銀行東京支店とともにこの不動産
を占拠している。この接収のお蔭で，修繕は一部実現した。
　パリ本社が一時的に神戸支店を閉鎖した。その建物や設備は所有したままで
ある。営業が再開されたとき日本の二つの支店と本社の関係がより明らかにな
るのでその時最終決定をしたいと報告書は述べている。
　現在は，貿易上の通信のみならず経済的関係を日本と持つこと自体が禁止さ
れているので，この報告書を作成中の1946年には，日仏銀行の経営活動には如
何なる改善もみられなかっれそして本社で大きな赤字があらわれた。「円」
項目の再評価にあたり，本社側は昨年の変換率，一1円を7，94フランとする一
を変化させなかった。だが，1947年の第1四半期には，円のドルに対する比率
が悪化し，占領当局は1ドルを15円から50円にかえたのである。これは，1円
が2．38フランに匹敵するよ
　「Dotati㎝」の口座は，1936年12月16日の株主総会で報告したように，1円
が2・8427フランの交換率にもとづき計算されている。
　赤字は212万6，452フラン81サンチームとなる。この赤字は再評価特別準備金
で支払い，残額は2，192万829フラン23サンチームとなる幽。
　会長，Jean　Bazinの逝去が報告されている。彼は30年近く，取締役会メン
バーとして，日仏銀行の仕事の心であり身体であった。
　1943年3月4日法により，その資本金が全額払込まれていない株式会社は，
当法の第1条により5年の期間内にその払込義務を果さねばならなくなった。
日仏銀行は最後の瞬聞まで一1943年3月4日法で決められた期限1948年3月5
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日の絶対期隈前に一，さらに施行を実施したという決定がみられるだろうと希
望をもっていた。この希望は受入れられなかった。取締役会は株主誌氏の所有
の株式の全額を払込んでくれるよう要求せざるをえない。
　昨年と同じ動機で，取締役会はこの株主総会の召集を遅らせた。今回の総会
も情報を提供するにすぎない。日本の2支店のあらゆる書類は供託されたまま
であり，このため，全社的財務諸表の作成は不可能である。この状況は長びく
おそれがあり，日仏銀行側に課される経費は益々大きくなる。日仏銀行は1948
年12年31日で，本行の通常取引を停止した。そして従業員の殆んどすべてを解
雇したが，これは，損失を最小限におさえ，日本との平和条約の締結La　C㎝一
c1usion　du　Traitξde　Paix　avec　leJaponを待つためである。そして，それをみ
て，活動再開の条件があるかどうかを調査するためである。
　提出した1947年の営業は，赤字にすぎない。2支店との関係にもいかなる改
善もない。「円」の口座は1円＝2．38フランで計算したが，「Dotati㎝」の口座
も同じ比率である。
　損益計算書でみると赤字額は21万3，231フランであり，再評価特別準備金か
ら，赤字を補損したので，次年度繰越しは，1，978万9，597フランである。
　逝去したJean　Bazi皿に代り，フランス人取締役には東京在住のPau1昌Jac－
ques　Duma皿tが最初依頼されたが，数ヶ月ののち，彼は辞任し，個人的理由か
ら日本を去った。そこで，また日本在住のRoger　Aubrmがそれに代った。
　パリ本社の取締役会はまだ，株主総会において，正式の1946年，1947年度の
営業報告を行っていない陶。
　今回も株主総会が遅れたのは，日本支店からの報告が届き，例え口頭であっ
ても，全体の報告が出来ようかと思ったからである。この希望はまだ実現され
ていない。だが次回こそは正常な株主総会がもてると期待する，と報告書は述
べている。というのは，東京のSCAPが，日仏銀行日本支店の財産と書類を
最近供託解除したことを知ったからである。
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　いずれにせよ，今回の財務諸表は，パリ本店のものだけであり，今回の総会
も情報伝達にすぎない。
　1948年の営業は，日仏銀行の従業員の殆んど全員の解雇によりかなり巨額な
赤字を記録した。この解雇については，前回の総会で予告した。
　現在の営業期聞は，この従業員の減少による一般経費の減少で，当然大きく
黒字になると思われる。「円」口座と「Dotation」の口座は，1フラン1円で
計算された。
　1948年5月13日の48－809号法により，経営陣は，貸方の再評価を再度行った。
それにより，“R色serves”の口座が6，548万7，276フラン25サンチームとなったの
である。
　赤字は659万688フラン94サンチームとなり，これは，再評価特別準備金によ
り支払われる。
　我々はChadenet，Vaucher，D皿m㎜t，JeanBazinの後継者および引退した日本
人取締役への俸給支払いの件でまだ承認を要求できない。1945年，46年，47年，
48年，この49年の正式の営業報告ができるときそれをしたいと思う鯛。
　1949年12月14日の前回の取締役会で提案した希望，本社と支店の両者を含む
報告書の提出は，不幸にして1950年にも実現しなかった。事実，周知のとおり，
日本支店のわが行の書類は接収され，臼本銀行へと供託されてしまった。1949
年末に接収解除されたにすぎない。この状態のなかで，わが行の従業員はこの
会計帳簿の山のなかから報告書をつくるのに苦労したのである。次回の取締役
会にはこれらの文書の書類を株主に提出し，完全な財務諸表を提供したい。
　従って，依然として，本日提示する1949年の営業に関する書類は，パリ本杜
についての文書であり，そのため今回もこの総会は，情報提供会議にすぎない。
　日仏銀行の営業活動は，1948年末に中断されたので，1949年の営業成果は，
赤字にすぎない。「円」口座と，「Dotatio皿」口座はともに1円＝O．97フランの
交換比率で計算された。
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　1949年3月17日のデクレ第49－366号により経営陣は「R6ser寸e」口座を計算
しなおし，8，307万4，248フラン85サンチームとした。これは，再評価特別準傭
金を含むのである。赤字額は，86万7，738フラン71サンチームである。上記で
の説明により，今回もまだ俸給支払いをChadenet，Vaucher，Dumant，Jean
Bazinの後継者および引退した日本人取締役に関して承認するようここでは提
案できない。我々が正式な報告を1945年，46年，47年，48年および49年に関し
て提出する時提案したい吻。
　日仏銀行の日本支店がようやく，1944年以降の活動についての報告を送って
きたので，本店の1950年の活動，支店の1944年から1950年の活動についての営
業成果をここに報告する。
　東京支店は，本店と同様，1945年以降営業活動を停止していたが，それは日
本占領当局の命令によるものである。営業成果は赤字である。日本支店活動の
再開の決定については，対日平和条約の締結をまたねばならない（1951年9
月）。
　「円」の口座と「Dotation」の口座は，常に1円＝0．97フランで計算した。
損失は155万7，171フラン42サンチiムで，1944隼以降の支店の損失は合計203
万6，042フラン72サンチームである。以上の損失合計は323万3，781フラン43サ
ンチrムの合計となる。
　1950年の本社と支店の経営数値を承認した。損失額は，236万6，042フラン72
サンチームでこの損失を繰越すことに決定する幽。
　対日平和条約は依然フランス議会で批准されていないので，、わが目仏銀行の
将来について判断するのはつねに困難である。
、現在は，わが社の経営活動は，首都で減少しているので，自然と必然的に赤
字になる。あらゆる物価の上昇もその一因である。
　本社の損失は，289万7，382フテン87サンチームで，1951年の支店の損失は，
26万585フランなので損失合計は，315万7，967フラン87サンチームとなる。
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　この額を1949年，1950年の損失額に加えて，繰越すと，323万3，781フラン13
サンチームとなる。
　従って1949－51年の損失合計は，639万ユ，749フランとなる。
　日仏銀行取締役会は，本社と支店の1951年の活動数字を承認し，損失315万
7，967フラン87サンチームを記録しむこの損失は翌年に繰越される㈹。
　19ユ2年の創立者のひとり，副会長アンリ・ボスケの逝去に哀悼の意が表され
ている。彼は，40年以上その知識とエネルギーを本行にささげてきた。
　日仏銀行の所有する有価証券のなかから，いくつかの証券を売却することに
より実現した利潤のおかげで，今年はわずかの損失を記録するのみの諸表を提
出できる。
　報告しなければならないのは，一フランス大蔵省の代表でもある一Le　Ser．
vicedesDomainesdelaSeine一は，対日平和条約の第14条2項にもとづき，戦
争中に供託されていた株式を現金化した。それは，周知のように日仏銀行の資
本金の40％を占める日本人の参加部分である。この現金化は，パリ証券取引所
でなされた。
　かくして我々が日本人パートナーと別離するのを目の前にして，日仏銀行設
立以来，取締役会の維持してきた，実り多い協力を強調しておきたい。
　日仏銀行に帰属する利益の時効による消失を避けるため，取締役会は1953年
1月までに払込まれていなかった日仏銀行の全株式の買却手続きをとった。こ
れは会社の定款第10条によるものである。これらの株式売却の純益は不在株主
のために保管されている。
　東京支店は，戦争以来如何なる経営活動も行っていないが，取締役会は現在
までのところ，口座の代表的部分に，旧来のやり方がまだ保持されていたと信
ずることができる。
　今後適切に思われるのは，本社の記述部分に支店に相応する記述をあわせた
報告書を株主諸氏に提示することにより，事実に適応すべきと思う。
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損益計算書の貸方勘定は，672万8，461フランの黒字だが，一般経費が679万
761フランに増大するので損失は，6万2，300フランとなる。
　他方，日本での営業活動の再開は一既に述べたように戦争以来中断されてい
たが，周知のような条件下なので，日仏銀行にとって利益をもたらすものでは
ない。
　そこで取締役会は，東京支店の入居していた東京の不動産を譲渡せざるをえ
なくなった㈹。
　日仏銀行の本社および支店の通常の経営活動は，69万6，173フランの損失を
記録した。取締役会は翌年の赤字として繰越しを提案する。
　他方では，日本での通常業務の再開が不可能なので，取締役会は日仏銀行の
東京の不動産の購入申込みを受諾するのが適切だと判断した。この不動産は，
満足できる価格でインドシナ銀行に売却された。日仏銀行の将来については，
取締役会は，フランスでのちに説明する事業の可能性をさぐっている。
　損益計算書は貸方が771万8，992フラン，経費が841万5，165フランなので損失
は69万6，173フランとなる。この額は，1949－52年の損失，645万4，049フランに
加算され，経費1949－1953年の損失合計は715万222フランとなる。
　アンリ・ボスケが1953年中に逝去したので俸給支払いを行ない，2名の新取
締役Aristide　B㎝naud，Paul　Leffraereを指名する直カ。
　以上が，日仏銀行取締役会の株主総会に対する年次報告書にもとづく記述で
ある。最後に1954年に，日仏銀行がクレディ・パリジャンヘと編成替えするプ
ロセスを，クレデイ・パリジャン側の史料により再現しておこう。
　クレディ・パリジャン銀行の定款35条にもとづき，本銀行の1954年の営業活
動の報告について株主総会に集結した株主に報告する。
　本店および支店の日常活動は，193万5，608フランの利益を残した。これを以
前からの損失を補填するために使うことを提案する。日仏銀行東只支店の清算
は，満足できる条件下で遂行中である。
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　「損益計算書」は貸方909万1，648フラン，一般経費は715万6，040フランなの
で利益が193万5，608フランとなる。
　過去の蓄積負債よりこの利益を差引くと715万222フランヘと負債が滅少する。
また，1949－54年の損失は，521万4，614フランヘと滅少する。
　日仏銀行からクレデイ・パリジャンヘの変質に応じて，以下の新取締役を任
命した。GeorgesBussy，PierreGasq旭ieI，RogerPoidatzがそれである。
　他方で旧日仏銀行の取締役5名が辞任した。取締役会会長，レイモン・マル
チニも健康を理由に辞任。彼は1912年より会社に貢献してきた。そこで名誉会
長に任命される。マルチニに代り，日仏銀行の創設以来関係してきた，Muller
が会長職に就き，Gasquielが，専務取締役となる。
　新しいクレディ・バリジャンの経営陣は，会長Mul1er，専務取締役Gas－
quiel，取締役Bussy，Catalo馴e，Poid池である。
　監査報告書のなかに，日仏銀行がクレディ・パリジャンに変更された部分に
関する記述がある。それによると「貴行（日仏銀行）の定款は再編成され，名
称も変更した。それはご存知のとおり，ユ954年12月28日の臨時株主総会におい
てである。日本での営業活動の中断から出発した事態が臼仏銀行全体をとらえ
たのである」㈱。
　クレデイ・パリジャンの株主総会での取締役会の報告書は，1955年から1959
年までのそれがクレデイ・リヨネに保管されている。その営業成果は十分将来
を期待できるものであり，新銀行の努力は自行の営業活動に不可避な安全性の
概念を失うことなく，続けられた。
　クレデイ・パリジャンは今回の営業活動中，商業活動を目ざましく発展させ，
商業手形の取扱額は1945年に比べ殆んど4倍化したのである。そして，純益を
332万1，834フラン記録する。この純益は法定準備金に5％を充てたあと，従来
の赤字の償却に使われ，累積赤字額は521万4，614フランより195万502フランヘ
と急滅する鵠。
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　第4期（1939－1954年）は，第2次世界大戦の混乱のなかで，日仏銀行の経
営が創立以来はじめて赤字を記録し，配当も行なわれなくなり，、最終的には，
1954年12月にクレデイ・パリジャンヘと組織を再編することにより，日仏両国
の協力からなる日仏銀行が個別企業としての生命をとじるまでの時期を対象と
している。取締役会の議事録からなる当期の歴史を今まで検討してきたが，こ
こであらためて以下の諸点を指摘しておきたい。
　まず第1点は，日仏両国をめぐる国際環境の激変が日仏銀行の経営に与えた
影響を認識しておくべきことである。第2次世界大戦が始まっても，日本政府
は，フランス南部のヴィシーに成立した親独政権（ヴィシー政権）と交流があ
り，この外交関係のもとで，日仏銀行は，1945年まで通常の営業が行なわれる。
ところが，1945年にフランスが，レジスタンスと連合国の力により解放された
途端に日仏両国は敵対関係に入るのである。従って，第2次大戦期に営業を許
可されていた数少ない外国系銀行として，日仏銀行日本支店は，連合国占領軍
に営業を禁止され，その書類は接収されてしまうのである。また，フランスの
ドゴール政権にとっても，ヴィシー政権下で営業を許可されていた敵対国日本
の資本と経営者の参加する日仏銀行は，育成の対象というよりは懲罰の対象と
なったといえよう。
　以上の国際環境の激変下で，日仏銀行のパリと東京間の連絡が途絶し，、最終
的には日仏銀行の生命が絶たれることが第2点として注目されるべきである。
即ち，最初の日本支店からの本社への違絡の中断は，既に1939年の報告にあら
われるが，その後両国の郵便交換の停止（1940年）一，両国の無線中断（ユ944
年）などにより，日仏銀行はパリ本店の数値のみをもとに「取締役会」を開催
し，日本支店の数値が報告されたのは，ようやく195q年の営業報告書において
である。また取締役会のメンバーについてみると，．フランス人がたえず多数派
を占めたとはいえ，1－3期まで常に日仏両国人からなっていた取締役会は，
1945年に日本人取締役が一斉に辞任し，以後取締役は，全員フランス人となる。
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更に資本金についてみると1912年の創立期の資本金は，フランス側60％，日本
側40％出資であったが，1952年にこの日本側出資分がフランス側に接収され，
日仏銀行から日本的要素が完全に駆逐されたのである。
　その結果，第3点として，1954年12月に日仏銀行の定款が変更され，クレ
ディ・パリジャンヘと名称が変更になるのである。どの時点をもって日仏銀行
が，その生命をおえたかについては，日本人取締役が一斉に退障した1945年が
まずあげられるが，日仏銀行の資本金の日本側出資分40％が接収された1952年
の時点も重要な年度と考えられる。だが本稿では，日仏銀行という名称が，ク
レディ・パリジャンヘと変更された1954年を重視したい。新銀行が首都パリを
申心とした銀行業務へと専念し，利益をあげていくことから，従来の日仏銀行
とは全く別個の銀行となったと考えられ，1954年こそが日仏銀行消滅の年とい
えよう。
むすび
　以上本稿では，1912年に設立され1954年に生命をおえた日仏銀行の40年を越
える営業の実態をクレディ・リヨネ銀行史料室に保管されている，日仏銀行株
主総会における取締役会の報告書を活用することにより記述してきた。研究史
上，既述の波形論文が「主として為替業務の面に活動したようであり」と述
べ㈱，『日本興業銀行50年史』が，第1次大戦の勃発と共に「仏国資本の東洋
進出は杜絶の状態に陥った」と記述したに遣ぎなかった㈲，日仏銀行の全歴史
がここに明らかにされたのである。不完全とはいえ，日仏銀行の創立から消失
に至るまでの史実それ自体が明らかにされたことに，本稿の第1の意義がある。
　また第2の意義として，ここに指摘しておきたいのは，本稿の日仏銀行に関
する40年を越える経営実態の解明を通じて，日仏銀行の設立の研究史上の位置
づけが，再検討される必要が生じたことであろう。日仏銀行の設立について研
究史は「この時期には外資導入が植民地金融政策の規定的役割を形成したが
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・…・日仏銀行はその象徴であ？た」㈱之述べてい私たしかに，貝仏銀行設宴
の日本側の意図には外資導入による植民地金融の実践ζいう目的がみられたg
だが，現実g）日仏銀行の40年の歴史は，．植民地や印国、の資本再輸出には，殆
、んど関係せず，専ら日仏聞ρ貿易に伴う為替業務牟ら利益を李げていたのであ
る。
　日仏銀行設立にあたっては，巳仏両政府に共通の目的があった。それは，日
仏間の経済・金融関係を直接違結し，その関係を強化することであった。他方
両国の日仏銀行設立の目的に差異もみられた。日本側は，、フランスから輸入し
た資本を，植民地や中国へ、と輸出する意図をもっており，フランス政府側」は，
日仏銀行の業務を可能な限り，貝仏；国間の業務吐こ限定レ，アジアヘの傘融的
進出は，既存のインドシナ銀行を通じて行な幸うとしたのである。本稿の考察
にょり日仏銀行経営の実態をみる限り。．日本政府側の政策意図と経営の実態に
は，明ら刺こずれがあった。この点フランス政府側の意図が貫徹し，日仏銀行
の業務は，植民地金融に深入りせず日仏関係に限定さ牝ていたといえよう。．
　常3点は，、経営体としての日仏銀行の評価である。一日仏銀行の資本金は，ソ
シェテ・ゼネラルなど大型事業鐸行の時であり，決して小規模銀行という
ことはなかった。更に営業成果は，好調であったといえよう。既に考察してき
たように，第1期，第2期および第3期ξもに日仏銀行の経割ま黒字で，株式
配当も順調であり，余剰利潤は内部蓄穣へとまわされた。すべてが逆転したの
が19事9年より始まる第4期である。」当期は赤字経営で配当一も牽されなかρた。
だが，当期各年度の赤字は，第ユ期一3期の内部蓄積ですべて補填されている
ので，外部機関からの借入れによる赤字の補填は二切みられない6二目仏銀行は，
自」ら利益をあげ内部蓄積した資金を赤字経営期ρ欠損の補壕に充て，そ9内部
蓄積が費消さ水尽くす直前に消失した金融機関と規定すろこ、とができようぺ
　こう考えるならば，最後に第4点として，この日仏銀行存在ρ歴史的意義は
どこにあったと考えることができるのだろうか。日仏銀行の歴史上最大の存在
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意義は，日仏両国の日露戦争後から第1次世界大戦期にかけての，友好関係を
樹立するにあたっての数少ない，日仏協調の公的組織であったことである。日
仏銀行は，資本金からみても，従って取締役会のメンバーの数から言っても，
フランス側が多数派を占め，フランスの利益が貫徹するように工夫された組織
であった。だが，日本からみても実際に数少ない日仏友好を促進する機関だっ
たのである。
　日仏銀行への日本側大型出資機関は，日本興業銀行であり，日仏銀行取締役
会副会長は1945年日本人取締役全員辞任時点まで，常に日本興業銀行総裁が就
任していた。その他，日本興業銀行理事，横浜正金銀行，第一銀行，三菱銀行，
三井銀行などの関係者が取締役に就任して経営に協力していた。他方フランス
側は，初代日仏銀行取締役会会長が，フランス銀行出身で，ソシエテ・ゼネラ
ル頭取である，アンリ・ゲルノー（Henri　G㎝rmaut）であった。彼の後任と
なった（1915年）シャルル・デュモン（Charles　Dum㎝t）が元大蔵大臣であっ
たことから，官民トップの人材が参加していたといえる。その他フランス側で
は，在日フランス大使の取締役会への参加もみられたが，インドシナ銀行，ク
レディ・リヨネ，ロスチャイルド銀行関係者の参加はみられない。
　今回の論文で，日仏銀行取締役会のメンバーをすべて明らかにすることがで
きたが，これらの人々の周囲に日仏経済・金融関係の強化を望む人々のネッ
ト・ワークが形成されていたことが想定される。だが，その具体像の解明につ
いては今後の課題である。また，1912年の日仏銀行設立期と前後するかたちで，
渋沢栄一とA・カーンとの問に，日仏両国の民間銀行家同志のネットワーク
が形成されつつあった㈲。この渋沢栄一とA・カーンの人的ネット・ワークは，
日仏銀行形成史のなかで，主流の位置からはずれていったのではないかと思わ
れる。それが，渋沢栄一をして，日仏銀行相談役を辞任（1917年）させるに
至った理由であろう。
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